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報
告

一

谷
と
蘭
―
―
陸
機
「
贈
潘
尼
詩
」
を
め
ぐ
っ
て

狩
野

雄

は
じ
め
に

詩
を
読
む
と
、
流
れ
を
捉
え
ら
れ
ず
、
詩
意
を
汲
め
ず
、
違
和
感
に
苛
ま
れ

る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
詩
を
読
む
た
め
に
は
、
違
和
感
を

抱
き
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
向
き
合
う
し
か
な
い
と
も
思
う
。
澱
の
よ
う
な
も

の
を
解
消
し
て
ゆ
く
の
に
、
手
探
り
し
な
が
ら
何
度
も
繰
り
返
し
読
む
。
も
し

こ
れ
も
「
精

読
」
と
呼
ん
で
差
し
支
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

ク
ロ
ー
ス
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

は
水
を
汲
み
に
深
く
暗
い
井
戸
に
降
り
て
ゆ
く
の
に
少
し
似
る
だ
ろ
う
。
そ
の

際
、
階
段
の
一
段
一
段
と
な
る
の
が
、
作
品
そ
れ
自
体
を
中
心
と
し
て
、
そ
の

作
品
を
取
り
巻
い
て
い
る
幾
つ
も
の
言
葉
で
あ
る
。
作
品
を
生
み
出
し
た
人
の

手
に
成
る
言
葉
は
も
ち
ろ
ん
、
広
い
意
味
で
の
先
行
研
究
も
こ
こ
に
入
る
。

本
稿
で
は
、
西
晋
詩
壇
に
大
き
な
足
跡
を
遺
し
た
陸
機
（
字
は
士
衡
、
二
六

一
―
三
〇
三
）
が
潘
尼
（
字
は
正
叔
、
二
四
七
？
―
三
一
一
？
）
に
贈
っ
た
「
贈

潘
尼
詩
」
を
取
り
上
げ
、
詩
の
精
読
の
難
し
さ
と
面
白
さ
を
、
違
和
感
と
い
う

言
葉
を
端
緒
と
し
つ
つ
読
ん
で
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。
独
り
よ
が
り
な
、
単
な

る
迷
走
を
続
け
た
思
考
の
軌
跡
と
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が

ら
、
精
読
の
精
華
た
る
先
行
諸
注
釈
と
の
対
話
を
通
し
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、
陸
機
「
贈
潘
尼
詩
」
と
作
詩
の
背
景

水
會
於
海

雲
翔
于
天

水
は
海
に
會
し
、
雲
は
天
に
翔
け
る

道
之
所
混

孰
後
孰
先

道
の
混
ず
る
所
、
孰
れ
か
後
に
し
て
孰
れ
か

先
な
ら
ん

及
子
雖
殊

同
升
太
玄

子
と
殊
に
す
と
雖
も
、
同
に
太
玄
に
升
る

舍
彼
玄
冕

襲
此
雲
冠

彼
の
玄
冕
を
舍
て
て
、
此
の
雲
冠
を
襲
ぬ

遺
情
市
朝

永
志
丘
園

情
を
市
朝
に
遺
て
て
、
志
を
丘
園
に
永
く
す

靜
猶
幽
谷

動
若
揮
蘭

靜
か
な
れ
ば
幽
谷
の
猶
く
、
動
け
ば
揮
蘭
の

若
し

〔
芸
文
類
聚
巻
三
十
一

人
部
十
五

贈
答

陸
機
「
贈
潘
尼
詩
」
〕

（
一
）

［
試
訳
］

川
は
海
に
集
ま
り
、
雲
は
空
を
翔
け
る
。

谷と蘭
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道
の
混
成
す
る
な
か
で
、
何
が
後
で
何
が
先
と
い
う
こ
と
も
な
い
。

わ
た
し
は
あ
な
た
と
立
場
が
異
な
る
こ
と
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
一
緒
に
太

玄
（
道
）
を
目
指
す
の
は
変
わ
ら
な
い
。

あ
な
た
は
あ
の
玄
冕
（
官
服
）
を
脱
い
で
、
こ
の
雲
冠
（
隠
士
の
衣
服
）

を
身
に
着
け
る
こ
と
と
し
た
。

世
俗
に
対
す
る
気
持
ち
を
う
ち
捨
て
て
、
隠
遁
へ
の
思
い
を
ず
っ
と
持
ち

続
け
る
の
だ
。

そ
ん
な
あ
な
た
が
静
か
に
し
て
い
る
様
子
は
ま
る
で
深
い
谷
の
よ
う
で
、

動
く
さ
ま
は
あ
た
か
も
蘭
が
香
り
を
放
つ
よ
う
だ
。

冒
頭
の
自
然
の
理
を
詠
じ
た
対
句
「
水
は
海
に
會
し
、
雲
は
天
に
翔
け
る
」

か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
詩
は
、
後
半
の
三
組
と
合
わ
せ
て
四
組
の
対
句
を
抱
え
て

い
る
。
こ
の
対
句
群
に
支
え
ら
れ
、
理
を
説
く
よ
う
に
詩
は
進
ん
で
ゆ
き
、
説

か
れ
る
そ
の
理
は
一
見
す
る
と
明
ら
か
な
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て

一
読
し
て
大
意
が
取
れ
な
い
詩
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
筆
者
に
は
あ
る
種
の

違
和
感
が
残
っ
た
。
第
十
句
「
志
を
丘
園
に
永
く
す
」
ま
で
と
第
十
一
・
十
二

句
「
靜
か
な
れ
ば
幽
谷
の
猶
く
、
動
け
ば
揮
蘭
の
若
し
」
に
「
段
差
」
を
覚
え

た
の
で
あ
る
。
詩
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
は
第
十
句
ま
で
で
終
わ
っ
て
も
良
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
末
尾
に
「
静
か
に
し
て
い
る
様
子
は
ま
る
で
深
い

谷
の
よ
う
で
、
動
く
さ
ま
は
あ
た
か
も
蘭
が
香
り
を
放
つ
よ
う
だ
」
と
、
や
や

思
わ
せ
ぶ
り
に
も
感
じ
ら
れ
る
二
句
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
詩
題
か
ら
推

し
て
谷
と
蘭
を
用
い
て
潘
尼
の
人
と
な
り
を
詠
じ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
る

し
、
後
世
に
「
空
谷
幽
蘭
」
と
言
え
ば
隠
士
の
徴
と
な
る
の
で
は
あ
る
が
、
こ

の
詩
の
な
か
で
陸
機
の
想
い
と
ど
う
繋
が
る
の
か
が
い
ま
少
し
分
明
で
は
な

い
。
こ
の
詩
を
贈
っ
て
陸
機
は
何
を
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
劉
運
好
『
陸
士
衡
文
集
校
注
』
は
巻
五
「
贈
潘
尼
」
の
題
解
で
『
晋

書
』
の
陸
機
伝
と
潘
尼
伝
を
引
い
て
、
こ
の
詩
の
背
景
と
動
機
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
言
う
。

《
晉
書
・
陸
機
傳
》
：
『
趙
王
倫
輔
政
，
引
為
相
國
參
軍
。
豫
誅
賈
謐
功
，

賜
爵
關
中
侯
。
倫
將
篡
位
，
以
為
中
書
郎
。
』
又
《
潘
尼
傳
》
：
『
及
趙
王

倫
篡
位
，
孫
秀
專
政
，
忠
良
之
士
皆
罹
禍
酷
。
尼
遂
疾
篤
，
取
假
拜
掃
墳

墓
。
』
遂
隱
居
故
里
。
趙
王
倫
簒
帝
位
在
永
寧
元
年
正
月
，
四
月
被
誅
，

此
詩
蓋
作
於
永
寧
元
年
（
公
元
三
〇
一
）
初
。
故
詩
言
吾
與
潘
尼
雖
如
水

海
雲
天
，
顯
隱
有
異
，
然
同
歸
於
道
，
無
後
無
先
，
後
又
讚
美
潘
生
遺
情

市
朝
，
隱
居
山
林
。
詩
人
之
歸
隱
之
意
見
於
言
外
。

〔
劉
運
好
『
陸
士
衡
文
集
校
注
』
巻
五
「
贈
潘
尼
」
題
解
〕

政
治
情
況
が
険
し
さ
を
増
す
な
か
で
潘
尼
は
職
を
辞
し
た
。
こ
の
た
め
、
職

に
留
ま
っ
て
い
る
詠
じ
手
陸
機
と
は
、
川
の
水
が
海
に
向
か
っ
て
流
れ
、
空
の

雲
が
天
を
翔
け
る
よ
う
に
、
人
生
の
道
行
き
を
異
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

れ
で
も
、
最
後
は
同
じ
と
こ
ろ
に
帰
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
、
自
分
た
ち
も
同
じ
と

こ
ろ
、
す
な
わ
ち
道
に
辿
り
着
く
の
だ
と
言
っ
て
い
る
、
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
、

該
詩
を
詠
む
前
提
と
し
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、

敗
戦
国
の
人
間
の
立
場
で
西
晋
王
朝
に
出
仕
す
る
こ
と
と
な
っ
た
陸
機
・
陸
雲

兄
弟
と
、
中
原
出
身
の
潘
尼
と
の
間
に
育
ま
れ
た
濃
や
か
な
友
情
の
存
在
が
欠

か
せ
な
い
。
ま
ず
は
、
こ
の
詩
が
こ
う
し
た
情
況
の
下
で
生
み
出
さ
れ
た
こ
と

（
二
）

を
確
認
し
て
お
こ
う
。

報告 一
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谷と蘭

二
、
王
夫
之
『
古
詩
評
選
』
の
評
と
諸
注
釈

―
―
「
贈
潘
尼
詩
」
を
読
む
（
１
）

（
１
）
王
夫
之
『
古
詩
評
選
』
の
評

「
贈
潘
尼
詩
」
は
『
文
選
』
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
注
目
を
集
め
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
右
に
題
解
を
引
用

し
た
劉
運
好
『
陸
士
衡
文
集
校
注
』
は
、
各
作
品
の
末
尾
に
「
集
評
」
の
項
を

設
け
て
お
り
、
歴
代
の
評
を
載
せ
て
い
る
が
、
評
が
施
さ
れ
て
い
る
の
は
、
や

は
り
と
言
う
べ
き
か
、『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
た
作
品
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。

こ
こ
に
も
六
朝
の
詩
、
文
学
を
考
え
る
上
で
の
本
質
的
な
問
い
―
―
資
料
の
制

約
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
読
む
か
と
い
う
問
題
が
横
た
わ
る
。

（
三
）

「
贈
潘
尼
詩
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
「
集
評
」
で
も
清
の
王
夫
之
『
古
詩
評

選
』
の
評
を
載
せ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
た
だ
、
わ
ず
か
一
つ
で
は
あ
る
が
、
王

（
四
）

夫
之
の
評
は
、
該
詩
を
読
む
上
で
な
か
な
か
に
示
唆
的
で
あ
る
。

詩
入
理
語
惟
西
晉
人
爲
劇
。
理
亦
非
能
爲
西
晉
人
累
、
彼
自
累
耳
。
詩
源

情
、
理
源
性
、
斯
二
者
豈
分
轅
反
駕
者
哉
。
不
因
自
得
、
則
花
鳥
禽
魚
累

情
尤
甚
、
不
徒
理
也
。
取
之
廣
遠
、
會
之
清
至
、
出
之
修
潔
、
理
顧
不
在

花
鳥
禽
魚
上
邪
。
平
原
玆
制
、
詎
可
云
有
注
疏
帖
括
氣
哉
。
（
詩
に
理
語

を
入
る
る
は
、
惟
れ
西
晉
人
劇
し
と
爲
す
。
理
亦
た
能
く
西
晉
人
の
爲
に

累
ぬ
る
に
非
ず
、
彼
れ

自

ら
累
ぬ
る
の
み
。
詩
は
情
を
源
と
し
、
理
は

み
ず
か

性
を
源
と
す
、
斯
の
二
者
豈
に
轅
を
分
か
ち
て
駕
を
反
す
者
な
ら
ん
や
。

自
得
す
る
に
因
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
花
鳥
禽
魚
、
情
を
累
ぬ
る
こ
と
尤
も
甚

（
五
）

だ
し
、
徒
だ
理
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
。
之
を
廣
遠
に
取
り
、
之
を
清
至
に

會
し
、
之
を
修
潔
に
出
だ
せ
ば
、
理
は
顧
に
花
鳥
禽
魚
の
上
に
在
ら
ざ
ら

あ

ん
や
。
平
原
の
玆
の
制
、
詎
ぞ
注
疏
帖
括
の
氣
有
り
と
云
う
可
け
ん
や
。
）

〔
王
夫
之
『
古
詩
評
選
』
巻
二

四
言

陸
機
「
贈
潘
尼
」
〕

「
詩
に
理
語
を
入
る
る
は
、
惟
れ
西
晉
人
劇
し
と
爲
す
」
と
王
夫
之
は
こ
の

詩
に
関
す
る
評
を
始
め
、
続
け
て
西
晋
詩
人
の
手
に
成
る
詩
篇
は
理
屈
が
鼻
に

つ
く
と
い
う
が
、
詩
は
情
と
理
を
と
も
に
具
え
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
自
説

を
展
開
し
た
上
で
、
「
平
原
の
玆
の
制
、
詎
ぞ
注
疏
帖
括
の
氣
有
り
と
云
う
可

け
ん
や
」
と
結
ん
で
い
る
。
王
夫
之
の
評
か
ら
は
、
こ
の
時
期
（
あ
る
い
は
そ

れ
以
前
）
に
、
陸
機
も
含
む
西
晋
詩
歌
一
般
に
対
し
て
、
注
疏
や
帖
括
（
経
典

の
難
語
句
）
の
よ
う
な
理
屈
ば
か
り
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
批
判
が
あ
っ

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
確
か
に
、
「
贈
潘
尼
詩
」
に
も
説
理
の
一
面
が
色
濃
く

あ
り
、
『
古
詩
評
選
』
か
ら
窺
知
さ
れ
る
こ
の
詩
に
対
す
る
批
判
が
ま
っ
た
く

的
を
外
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
敗
戦
国
の
人
間

と
し
て
入
洛
し
た
陸
機
に
と
っ
て
潘
尼
は
数
少
な
い
知
友
で
あ
り
、
そ
の
人
へ

贈
っ
た
詩
で
あ
る
。
理
が
勝
ち
す
ぎ
る
と
い
う
欠
点
が
こ
の
詩
を
含
め
た
西
晋

の
詩
歌
に
あ
る
に
し
て
も
、
い
ま
少
し
、
詩
そ
れ
自
体
か
ら
、
事
柄
の
先
に
あ

る
（
は
ず
の
）
情
を
読
み
込
む
、
読
み
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
王
夫
之
が
陸
機
の
四
言
詩
と
し
て
こ
の
一
首
を
取
り
上
げ
て
論
じ
、
固
い

理
屈
ば
か
り
で
は
な
い
と
述
べ
た
こ
と
も
含
め
、
情
が
い
か
よ
う
に
表
現
さ
れ

て
い
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
際
に
よ
す
が
の
一
つ
と
な
る
の
が
、
詩
人

も
目
に
し
た
で
あ
ろ
う
先
行
用
例
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
吟
味
し
て
編
ま
れ
た
注

釈
で
あ
る
。
続
い
て
、
諸
注
釈
書
の
「
贈
潘
尼
詩
」
に
つ
い
て
の
注
釈
を
見
て

み
る
こ
と
と
し
よ
う
。
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（
２
）
「
贈
潘
尼
詩
」
に
施
さ
れ
た
諸
注
釈

こ
の
詩
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
陸
機
の

詩
歌
全
体
に
校
注
を
施
し
た
書
籍
で
、
筆
者
の
手
元
に
あ
る
の
は
以
下
の
六
点

で
あ
る
。

（
六
）郝

立
權
『
陸
士
衡
詩
注
』
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
八
年

金
濤
聲
『
陸
機
集
』
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年

（
七
）

佐
藤
利
行
『
陸
士
衡
詩
集
』
白
帝
社
、
二
〇
〇
一
年

王
德
華
『
新
譯
陸
機
詩
文
集
』
三
民
書
局
、
二
〇
〇
六
年

劉
運
好
『
陸
士
衡
文
集
校
注
』
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年

楊
明
『
陸
機
集
校
箋
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
六
年

こ
れ
ら
の
注
釈
書
は
今
日
の
わ
れ
わ
れ
が
陸
機
「
贈
潘
尼
詩
」
を
読
む
際
に

導
き
手
と
な
っ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
紙
幅
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で

は
主
と
し
て
筆
者
が
感
じ
た
「
段
差
」
を
含
む
、
第
九
句
か
ら
第
十
二
句
の
四

句
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
が
、
第
一
句
か
ら
第
八
句
に

施
さ
れ
て
い
る
諸
注
釈
に
も
読
者
を
陸
機
の
詩
の
世
界
に
誘
う
指
摘
が
多
く
な

さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
初
め
の
二
句
「
水
は
海
に
會
し
、
雲
は
天
に
翔
け
る
」
に
各
注
釈

が
指
摘
す
る
の
は
、
『
尚
書
大
傳
』
（
郝
氏
・
佐
藤
氏
・
劉
氏
）
、
『
毛
詩
』
小

雅
「
沔
水
」
（
楊
氏
）
と
『
易
』
需
卦
（
郝
氏
・
佐
藤
氏
・
劉
氏
・
楊
氏
）
で

あ
る
（
王
氏
『
新
譯
陸
機
詩
文
集
』
は
こ
こ
に
は
注
を
施
し
て
い
な
い
）
が
、

郝
氏
の
『
陸
士
衡
詩
注
』
と
佐
藤
氏
の
『
陸
士
衡
詩
集
』
で
は
、
左
思
「
呉
都

賦
」
（
『
文
選
』
巻
五
）
の
「
百
川
派
別
し
、
海
に
歸
し
て
會
す
」
か
ら
引
用

さ
れ
、
次
い
で
李
善
注
に
見
え
る
『
尚
書
大
傳
』
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
「
三

都
賦
」
を
め
ぐ
る
陸
機
自
身
の
逸
話
も
含
め
て
詩
人
の
抱
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
想

起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
劉
氏
の
『
陸
士
衡
文
集
校
注
』
で
は
、

（
八
）

『
京
氏
易
傳
』
を
出
典
と
し
て
指
摘
し
つ
つ
、
「
需
と
は
、
待
つ
な
り
」
ま
で

を
引
用
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
陸
機
と
潘
尼
二
人
の
道
行
き
は
異
な
っ
て
も

帰
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
と
す
る
詩
意
を
読
者
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
第
九
・
十
句
に
施
さ
れ
た
注
を
見
て
み
よ
う
。

［
第
九
・
十
句

遺
情
市
朝

永
志
丘
園
］

《
郝
注
》

〔
四
〕
曹
植
洛
神
賦
。
遺
情
想
像
。
史
記
孟
嘗
君
傳
。
過
市
朝
者
掉
臂
而

不
顧
。
蔡
邕
處
士
圂
叔
則
碑
。
潔
耿
介
于
丘
園
。

〔
郝
立
權
『
陸
士
衡
詩
注
』
巻
四
「
贈
潘
尼
」
〕

《
佐
藤
注
》

５

遺
情
市
朝
、
永
志
丘
園

〔
遺
情
〕
思
い
を
絶
ち
切
る
。

〔
市
朝
〕
市
と
朝
。
人
の
群
が
る
所
。
俗
世
閒
を
い
う
。
陸
機
の
「
門
有

車
馬
客
行
」
に
「
市
朝
は
互
ひ
に
遷
易
す
」
と
あ
る
。

〔
丘
園
〕
丘
に
あ
る
花
園
。
隠
居
の
地
を
い
う
。
『
周
易
』
賁
卦
・
六
五

に
「
賁
于
丘
園
、
束
帛
戔
戔
」
（
丘
園
を
賁
る
、
束
帛
戔

戔
た

か
ざ

さ
ん
さ
ん

り
）
と
あ
る
。

〔
佐
藤
利
行
『
陸
士
衡
詩
集
』
下
巻
「
贈
潘
尼
」
〕

《
王
注
》

⑥
遺
情

無
情
；
無
動
於
衷
。

⑦
市
朝

指
人
多
會
集
的
地
方
。
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⑧
永
志

指
永
遠
的
致
力
於
。

⑨
丘
園

丘
墟
；
園
圃
。

〔
王
德
華
『
新
譯
陸
機
詩
文
集
』
巻
七
「
贈
潘
尼
」
〕

《
劉
注
》

〔
５
〕
遺
情
，
忘
情
。
《
抱
朴
子
・
外
篇
・
君
道
》

『
誅
戮
則
遺
情
任

：

理
，
不
使
鴟
夷
有
抱
枉
之
魂
。
』
市
朝
，
集
市
與
朝
廷
。
鮑
照
《
結

客
少
年
場
行
》

『
日
中
市
朝
滿
，
車
馬
若
川
流
。
』
丘
園
，
代

：

指
隱
士
所
居
之
處
。
《
抱
朴
子
・
外
篇
・
嘉
遁
》

『
僕
所
以
逍

：

遙
於
丘
園
，
歛
跡
乎
草
澤
者
，
誠
以
才
非
政
事
，
器
乏
治
民
。
』

此
二
句
言
忘
情
於
集
市
朝
廷
，
長
志
隱
居
田
園
山
林
。

〔
劉
運
好
『
陸
士
衡
文
集
校
注
』
巻
五
「
贈
潘
尼
」
〕

《
楊
注
》

〔
六
〕
遺
情
二
句

遺
情
，
忘
情
，
遺
忘
情
累
。
市
朝
，
市
場
與
朝
廷
。
周
禮

：

天
官
內
宰
「
凡
建
國
，
佐
后
立
市
」
鄭
玄
注

「
市
朝
者
，
君
所
以
建

：

國
也
。
建
國
者
必
面
朝
後
市
。
」
史
記
張
儀
傳

「
爭
名
者
於
朝
，
爭

：

利
者
於
市
。
今
三
川
、
周
室
，
天
下
之
朝
市
也
。
」
志
，
論
語
述
而
「
志

於
道
」
何
晏
集
解

「
慕
也
。
」
周
易
賁
六
五

「
賁
于
丘
園
。
」

：

：

〔
楊
明
『
陸
機
集
校
箋
』
巻
五
「
贈
潘
尼
」
〕

第
十
句
の
、
官
を
辞
し
て
潘
尼
が
向
か
お
う
と
す
る
「
丘
園
」
に
つ
い
て
は
、

『
周
易
』
賁
卦
が
二
つ
の
注
に
指
摘
さ
れ
る
ほ
か
、
数
種
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
隠
士
の
い
る
、
世
俗
を
離
れ
た
場
を
表
す
語
と
い
う
こ
と
で

は
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
前
句
の
「
遺
情
」
に
つ
い
て
は
、
「
情
を
遺
す
」

の
こ

意
と
な
る
曹
植
「
洛
神
賦
」
を
引
く
郝
氏
の
注
と
、
「
思
い
を
絶
ち
切
る
」
「
心

を
動
か
さ
な
い
」
「
情
を
忘
れ
る
」
意
と
す
る
佐
藤
・
王
・
劉
・
楊
四
氏
の
注

と
で
多
少
異
な
る
。
郝
注
に
従
え
ば
、
第
九
・
十
句
は
、
思
い
を
世
俗
に
遺
し

つ
つ
（
そ
れ
を
振
り
捨
て
て
）
帰
隠
し
て
ゆ
く
意
と
な
る
。
こ
う
し
た
あ
る
種

の
揺
れ
は
潘
尼
の
心
に
も
生
じ
た
も
の
と
想
わ
れ
る
が
、
諸
注
釈
を
重
ね
て
み

る
こ
と
で
こ
の
読
み
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
興
味
深
い
。
続
い
て
、
第

十
一
・
十
二
句
に
施
さ
れ
た
注
を
見
て
み
よ
う
。

［
第
十
一
・
十
二
句

靜
猶
幽
谷

動
若
揮
蘭
］

《
郝
注
》

〔
五
〕
詩
小
雅
。
出
自
幽
谷
。
猛
虎
行
。
靜
言
幽
谷
底
。
意
與
此
同
。

《
佐
藤
注
》

６

靜
猶
幽
谷

動
若
揮
蘭

〔
幽
谷
〕
奥
深
い
谷
。
『
毛
詩
』
小
雅
・
伐
木
に
「
出
自
幽
谷
、
遷
于
喬

木
」
（
幽
谷
自
り
出
で
て
、
喬
木
に
遷
る
）
と
あ
る
。

よ

〔
揮
蘭
〕
蘭
を
揮
う
よ
う
に
、
そ
の
動
き
の
輕
や
か
な
こ
と
を
い
う
か
。

《
王
注
》

⑩
幽
谷

深
谷
。

⑪
揮
蘭

散
發
出
蘭
草
的
香
氣
。
揮
，
散
；
散
發
。

《
劉
注
》

〔
６
〕
幽
谷
，
深
谷
。
《
詩
・
小
雅
・
伐
木
》

『
出
自
幽
谷
，
遷
於
喬

：

木
。
』
毛
詩
傳

『
幽
，
深
。
』
此
指
幽
靜
的
山
林
。
揮
蘭
，
散
發

：

蘭
花
馨
香
。《
後
漢
書
・
荀
彧
傳
》

『
權
詭
時
偪
，
揮
金
僚
朋
。
』

：

李
賢
注

『
揮
，
散
也
。
』
此
二
句
言
寧
靜
時
猶
如
幽
靜
的
山
林
，

：

行
動
時
散
發
蘭
花
的
馨
香
。

《
楊
注
》

〔
七
〕
揮
蘭
句

謂
散
發
蘭
馨
。
文
選
曹
植
七
啓
「
揮
流
芳
」
李
善
注
引

：
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韓
康
伯
周
易
注

「
揮
，
散
也
。
」

：

郝
・
佐
藤
・
劉
の
三
氏
は
い
ず
れ
も
第
十
一
句
の
「
幽
谷
」
に
注
を
し
て
『
毛

詩
』
小
雅
「
伐
木
」
を
引
い
て
い
る
。
最
新
の
楊
氏
の
注
が
「
幽
谷
」
に
触
れ

ず
、
王
氏
注
が
「
深
谷
」
と
語
義
の
み
を
示
し
て
「
伐
木
」
を
引
か
な
い
の
は
、

お
そ
ら
く
自
明
な
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
三
氏
が
「
伐
木
」
を
引

く
の
は
、「
幽
谷
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

『
毛
詩
』
「
伐
木
」
が
友
を
求
め
る
友
情
の
詩
で
あ
る
こ
と
を
重
く
見
て
の
こ

と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
伐
木
」
に
は
注
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
幽
谷
自
り
出
で
て
、
喬
木
に
遷
る
」

に
続
い
て
、
「
嚶
其
鳴
矣

求
其
友
聲
（
嚶
と
し
て
其
れ
鳴
く
、
其
の
友
を
求

む
る
聲
あ
り
）
」
の
二
句
が
あ
り
、
こ
こ
に
附
せ
ら
れ
た
毛
伝
に
は
「
君
子
雖

遷
於
高
位
、
不
可
以
忘
其
朋
友
（
君
子
は
高
位
に
遷
る
と
雖
も
、
以
て
其
の
朋

友
を
忘
る
べ
か
ら
ず
）
」
と
見
え
て
お
り
、
立
場
が
異
な
る
こ
と
と
な
っ
て
も

変
わ
る
こ
と
の
な
い
友
情
が
詩
の
主
題
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
政
治
状
況
の
転
変
に
翻
弄
さ
れ
て
出
処
を
違

（
九
）

え
る
こ
と
と
な
り
、
友
情
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
別
れ
を
告
げ
て
い
る
「
贈
潘
尼

詩
」
に
は
、
相
応
し
い
典
故
と
な
る
の
で
あ
る
。
字
数
の
制
限
も
あ
っ
て
の
こ

と
だ
ろ
う
、
濃
淡
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
三
氏
の
注
を
通
し
て
、
友
へ
厚
い
友
情

を
捧
げ
よ
う
と
す
る
陸
機
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
心
地
が
す
る
。

次
に
濃
淡
に
目
を
向
け
て
み
れ
ば
、
そ
の
態
度
が
そ
れ
ぞ
れ
に
少
し
ず
つ
異

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
郝
氏
の
注
は
、
『
毛
詩
』
「
伐
木
」
を
指
摘

し
た
後
で
、
陸
機
自
身
の
「
猛
虎
行
」
の
一
句
「
幽
谷
の
底
に
靜
言
し
」
を
引

き
、
「
意
は
此
と
同
じ
な
り
」
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
佐
藤
氏
の
注
は
、
「
伐

木
」
の
二
句
を
引
く
の
み
で
、
あ
え
て
語
の
典
拠
の
指
摘
を
行
な
う
の
に
止
め

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
う
し
て
、
劉
氏
の
注
は
「
幽
谷
は
、
深
谷
で
あ
る
」

と
解
い
て
か
ら
、
「
伐
木
」
の
二
句
に
続
け
て
毛
伝
の
「
幽
は
、
深
な
り
」
を

引
い
た
上
で
、
「
こ
れ
は
幽
静
（
奥
深
く
て
静
か
）
な
山
林
を
意
味
す
る
」
と

語
句
の
意
を
示
す
。
劉
氏
の
注
の
体
裁
は
二
句
ご
と
に
詩
句
の
意
を
示
す
と
い

う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
「
こ
の
二
句
は
、
寧
静
（
落
ち
着
い
て
静
か
）

な
時
に
は
あ
た
か
も
幽
静
な
山
林
の
よ
う
で
あ
り
、
行
動
す
る
時
に
は
蘭
花
の

馨
香
（
よ
い
香
り
）
を
発
す
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
」
と
す
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
語
の
出
典
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
劉
氏
注
の
、「
幽

谷
」
を
「
幽
靜
的
山
林
」
と
す
る
解
釈
に
は
従
い
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
単

に
や
や
不
用
意
で
あ
っ
た
の
だ
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
「
谷
」
の
字
を
省

い
て
し
ま
う
の
は
、
「
伐
木
」
の
典
故
を
踏
み
外
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
ま

た
、
後
述
す
る
よ
う
に
陸
機
の
想
い
を
掬
い
損
ね
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る
。
劉
運
好
氏
の
校
注
は
該
博
詳
細
で
あ
り
、
陸
機
の
作
品
を
読
む

際
に
は
座
右
に
備
え
る
べ
き
一
書
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
の
、
特
に
第
九
句
以
降

の
注
釈
に
関
し
て
は
、
「
遺
情
」
「
市
朝
」
「
丘
園
」
を
解
く
の
に
掲
げ
た
用
例

が
い
ず
れ
も
陸
機
に
後
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
含
め
、
問
題
が
な
い
と
は
言

え
な
い
。
お
そ
ら
く
、
第
十
句
の
意
を
「
長
く
田
園
山
林
に
隠
居
す
る
こ
と
を

志
す
」
と
し
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
あ
え
て
忖
度
す
る
に
、

劉
氏
の
中
で
田
園
山
林
に
隠
居
す
る
潘
尼
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
き
に
、
第
十
一

句
の
「
幽
谷
」
が
奥
深
い
山
林
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
を
完
全
に
錯
誤
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
筆
者
に
は
で
き
な
い
が
、

精
読
の
精
華
で
あ
る
注
釈
書
に
お
い
て
も
イ
メ
ー
ジ
の
横
滑
り
の
よ
う
な
も
の

が
起
こ
り
得
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
く
思
う
。

い
ま
先
行
す
る
諸
注
釈
に
導
か
れ
て
、
第
十
一
句
に
陸
機
の
潘
尼
に
対
す
る

変
わ
ら
ぬ
友
情
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
は
第
十
二
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句
に
は
ど
の
よ
う
に
承
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
冒
頭
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、
こ
の
詩
は
四
組
の
対
句
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
末
尾
の

両
句
も
ま
た
対
句
を
成
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
第
十
二

句
に
附
せ
ら
れ
た
注
釈
を
見
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

「
揮
蘭
」
に
関
し
て
は
、
郝
氏
の
注
は
触
れ
ず
、
佐
藤
氏
の
注
は
そ
の
意
を

「
動
き
の
軽
や
か
な
こ
と
を
い
う
か
」
と
推
測
し
、
王
氏
の
注
は
蘭
草
の
香
気

を
放
つ
と
語
意
を
述
べ
、
劉
氏
の
注
は
『
後
漢
書
』
荀
彧
伝
に
見
え
る
「
揮
」

に
李
賢
が
「
散
也
」
と
注
し
て
い
る
こ
と
を
引
き
な
が
ら
「
蘭
花
の
香
り
を
発

散
す
る
」
と
解
き
、
楊
氏
の
注
は
、
蘭
の
馨
り
を
発
散
す
る
こ
と
を
言
っ
て
い

（
一
〇
）

る
と
し
た
上
で
、
曹
植
「
七
啓
」
に
見
え
る
「
揮
流
芳
」
と
い
う
表
現
に
李
善

注
が
挙
げ
た
韓
康
伯
の
『
周
易
注
』
「
揮
、
散
也
」
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
ら

第
十
二
句
に
施
さ
れ
た
注
釈
か
ら
は
、
第
十
一
句
に
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
は
友

情
を
読
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
友
情
は
詠
み
込
ま

れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
五
氏
の
注
釈
を
筆
者
が
正
し
く
理
解
で
き
て
い

な
い
だ
け
の
よ
う
に
も
考
え
る
が
、
と
に
か
く
ま
だ
、
第
十
一
・
十
二
句
が
対

を
成
す
二
句
と
し
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
十
分
に
は
見
え
て
こ
な
い
よ
う
に
思

う
。
こ
の
よ
う
に
、
諸
注
釈
に
拠
り
な
が
ら
読
も
う
と
し
て
も
、
十
分
に
詩
意

が
取
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
ず
る
こ
と
も
あ
る
。
注
釈
に
対
す
る
自
ら
の
誤
読

を
懼
れ
つ
つ
も
、
詩
を
読
ん
で
い
く
に
は
ほ
か
の
手
立
て
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

「
幽
谷
」
に
つ
い
て
郝
氏
の
注
が
陸
機
の
「
猛
虎
行
」
の
一
句
を
引
い
て
、

「
意
は
此
と
同
じ
な
り
」
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
第
九
句
の
「
市
朝
」
に
つ
い

て
、
佐
藤
氏
の
注
が
陸
機
の
「
門
有
車
馬
客
行
」
の
一
句
を
引
い
て
い
た
。
こ

れ
ま
で
も
多
く
な
さ
れ
て
き
た
、
共
通
す
る
詩
句
を
響
き
合
わ
せ
て
理
解
を
深

め
る
べ
く
、
注
釈
に
詩
人
自
身
の
別
の
作
品
を
引
く
手
法
で
あ
る
。

実
際
、
詩
を
読
ん
で
い
て
一
篇
の
み
で
は
分
明
と
な
ら
な
い
こ
と
が
実
に
し

ば
し
ば
あ
る
。
こ
れ
は
六
朝
詩
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
資
料

的
な
制
約
の
強
い
六
朝
詩
に
あ
っ
て
は
や
は
り
、
当
該
詩
人
の
他
の
作
品
も
視

野
に
入
れ
て
、
詩
歌
作
品
全
体
に
湛
え
ら
れ
て
い
る
情
志
の
つ
な
が
り
を
探
る

こ
と
で
精
読
を
考
え
る
姿
勢
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
本
来
的
に
は

こ
れ
こ
そ
が
最
初
に
採
ら
れ
る
べ
き
方
法
な
の
で
あ
る
が
）
。
加
え
て
、
今
回

取
り
上
げ
た
詩
は
贈
答
詩
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
が
複
数
の
人
間
の
関
係
性
に
お

い
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
陸
機
と
潘
尼
の
や
り
取
り
を
思
念
の
う
ち
に

置
い
て
こ
そ
、
こ
の
詩
の
精
読
は
立
ち
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ

か
ら
は
、
贈
答
詩
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
つ
つ
、
陸
機
の
詩
に
お
け
る
「
幽
谷
」

と
「
揮
蘭
」
が
い
か
な
る
意
味
・
イ
メ
ー
ジ
を
有
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

三
、
谷
と
蘭
―
―
「
贈
潘
尼
詩
」
を
読
む
（
２
）

（
１
）
陸
機
の
「
谷
」

陸
機
詩
に
見
え
る
「
幽
谷
」
の
用
例
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

郝
氏
の
注
が
挙
げ
た
「
猛
虎
行
」
に
は
、
「
高
山
の
岑
」
で
「
長
嘯
す
」
る
の

と
対
比
的
に
深
い
谷
の
底
で
静
か
に
物
思
う
姿
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

靜
言
幽
谷
底

幽
谷
の
底
に
靜
言
し

長
嘯
高
山
岑

高
山
の
岑
に
長
嘯
す

〔
文
選
巻
二
十
八

陸
機
「
猛
虎
行
」
〕
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「
靜
言
幽
谷
底
」
の
句
に
李
善
は
、
「
毛
詩
に
曰
く
、
靜
か
に
言
に
之
を
思

う
、
と
。
又
曰
く
、
幽
谷
自
り
出
づ
、
と
」
と
注
し
て
い
る
。
「
靜
言
思
之
」

（
一
一
）

は
、
邶
風
の
「
柏
舟
」
と
衛
風
の
「
氓
」
に
見
え
る
。
「
幽
谷
」
は
さ
ら
に
、

「
贈
馮
文
羆
遷
斥
丘
令
」
詩
に
も
見
え
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
自
ら
を
幽
谷
か

ら
現
れ
た
者
と
し
て
陸
機
は
詠
じ
て
い
る
。

嗟
我
人
斯

戢
翼
江
潭

嗟
我
人
な
る
、
翼
を
江
潭
に
戢
む

有
命
集
止

飜
飛
自
南

命
の
集
る
有
り
、
飜
飛
す
る
こ
と
南
自
り

い
た

す

出
自
幽
谷

及
爾
同
林

幽
谷
自
り
出
で
て
、
爾
と
林
を
同
じ
く
す

雙
情
交
映

遺
物
識
心

雙
情
は
交
ご
も
映
ら
し
、
物
を
遺
れ
て
心
を

て

識
る

〔
文
選
巻
二
十
四

陸
機
「
贈
馮
文
羆
遷
斥
丘
令
」
〕

こ
の
詩
は
、
安
平
出
身
の
馮
熊
（
字
は
文
羆
）
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
南
」
の
「
江
潭
」
か
ら
飛
び
、
「
幽
谷
」
か
ら
出
て
、
あ
な
た
と
同
じ
林
に

や
っ
て
き
た
の
だ
、
と
い
う
。
陸
機
が
こ
の
詩
で
用
い
る
「
幽
谷
」
に
は
故
郷

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
の
が
窺
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
つ

つ
さ
ら
に
陸
機
の
詩
歌
作
品
を
読
ん
で
ゆ
け
ば
、
従
兄
の
陸
曄
（
字
は
士
光
）

に
贈
っ
た
作
品
中
に
故
郷
に
関
わ
る
川
と
し
て
「
谷
水
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
の

が
見
出
さ
れ
る
。

髣
髴
谷
水
陽

谷
水
の
陽
を
髣
髴
し

婉
孌
崐
山
陰

崐
山
の
陰
を
婉
孌
す

營
魄
懷
茲
土

營
魄
は
茲
の
土
を
懷
い

精
爽
若
飛
沈

精
爽
は
飛
沈
す
る
が
若
し

〔
文
選
巻
二
十
四

陸
機
「
贈
從
兄
車
騎
」
〕

「
谷
水
の
陽
を
髣
髴
し
、
崐
山
の
陰
を
婉
孌
す
」
に
施
さ
れ
た
李
善
の
注
に
は
、

陸
道
瞻
の
「
呉
地
記
」
が
引
か
れ
、
「
長
谷
」
な
る
場
所
が
陸
機
に
と
っ
て
の

父
祖
の
地
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

陸
道
瞻
呉
地
記
曰
、
海
鹽
縣
東
北
二
百
里
有
長
谷
、
昔
陸
遜
・
陸
凱
居
此
。

谷
東
二
十
里
有
崐
山
、
父
祖
葬
焉
。
（
陸
道
瞻
の
呉
地
記
に
曰
く
、
海
鹽

縣
の
東
北
二
百
里
に
長
谷
有
り
、
昔
陸
遜
・
陸
凱
此
に
居
す
。
谷
の
東
二

十
里
に
崐
山
有
り
、
父
祖
焉
に
葬
ら
る
、
と
。
）

〔
文
選
巻
二
十
四

陸
機
「
贈
從
兄
車
騎
」
李
善
注
〕

祖
父
陸
遜
と
従
伯
父
陸
凱
が
居
を
構
え
た
地
と
し
て
「
長
谷
」
は
記
さ
れ
、

詩
に
も
詠
ま
れ
て
い
る
谷
の
東
に
あ
る
崑
山
に
父
祖
が
眠
る
と
い
う
。
詩
中
の

「
茲
の
土
」
は
陸
遜
の
一
族
の
故
地
で
あ
り
、
「
茲
の
土
」
を
懐
う
「
營
魄
」

は
魂
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
陸
機
は
遠
く
離
れ
た
故
郷
を
強
く
念
じ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
『
太
平
御
覧
』
に
も
「
呉
地
記
」
が
引
か
れ
、
そ
こ
に
は
こ
の
「
長

谷
」
の
名
が
「
華
亭
谷
」
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
華
亭
」
こ

そ
は
、
「
華
亭
鶴
唳
」
の
熟
語
で
知
ら
れ
る
陸
氏
の
故
地
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（
一
二
）

続
け
て
引
か
れ
て
い
る
「
呉
志
」
も
併
せ
て
掲
げ
る
こ
と
と
し
よ
う
。

呉
地
記
曰
、
云
陸
氏
宅
在
長
谷
。
谷
在
呉
縣
東
北
、
谷
名
華
亭
谷
、
水
下

通
松
江
。
昔
陸
遜
・
陸
凱
居
此
谷
。
呉
志
云
、
漢
廬
江
太
守
陸
康
與
袁
術
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有
隙
、
使
姪
遜
與
其
子
績
率
宗
族
遠
此
避
難
、
居
于
是
谷
。
谷
東
有
崑
山
、

父
祖
墓
焉
。
故
陸
機
思
鄉
詩
、
髣
髴
谷
水
陽
、
婉
孌
崑
山
陰
。
（
呉
地
記

に
曰
く
、
陸
氏
の
宅
は
長
谷
に
在
り
と
云
う
。
谷
は
呉
縣
の
東
北
に
在
り
、

谷
の
名
は
華
亭
谷
と
い
い
、
水
は
下
り
て
松
江
に
通
ず
。
昔
陸
遜
・
陸
凱

此
の
谷
に
居
す
、
と
。
呉
志
に
云
う
、
漢
の
廬
江
太
守
陸
康

袁
術
と
隙

有
り
、
姪
の
遜
と
其
の
子
の
績
と
を
し
て
宗
族
を
率
い
て
此
を
遠
ざ
か
り

て
難
を
避
け
使
め
、
是
の
谷
に
居
す
。
谷
の
東
に
崑
山
有
り
、
父
祖

焉

に
墓
す
。
故
に
陸
機
の
思
郷
詩
に
、
谷
水
の
陽
を
髣
髴
し
、
崑
山
の
陰
を

婉
孌
す
、
と
あ
り
、
と
。
）
〔
太
平
御
覽
巻
一
百
八
十

居
処
部
八

宅
〕

（
一
三
）

「
幽
谷
」
や
「
谷
」
に
陸
機
に
と
っ
て
の
故
地
の
意
味
を
含
む
こ
と
が
あ
る

の
を
見
た
が
、
「
贈
潘
尼
詩
」
を
読
む
と
い
う
点
に
お
い
て
も
同
様
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
視
点
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
「
谷
」

に
関
す
る
用
例
に
の
み
支
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
対
句
と
し
て
「
贈
潘
尼
詩
」

の
第
十
二
句
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
た
「
揮
蘭
」
と
支
え
合
う
か
た
ち
で
は
じ
め

て
可
能
と
な
る
。
続
い
て
、
陸
機
詩
歌
に
見
え
る
「
蘭
」
の
持
つ
意
味
に
つ
い

て
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

（
２
）
陸
機
の
「
蘭
」

筆
者
は
西
晋
詩
歌
に
見
え
る
「
蘭
」
字
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
・
検
討

を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
個
々
の
用
例
を
掲
げ
る
、
も
う
少
し
詳
細
な
検
討
に
つ

い
て
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
が
、
い
ま
逯
欽
立
輯
校
の
『
先
秦
漢

魏
晋
南
北
朝
詩
』
で
西
晋
に
分
類
さ
れ
る
、
傅
玄
以
降
の
詩
人
の
詩
歌
作
品
中

に
見
え
る
「
蘭
」
字
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う

に
な
る
。

使
用
し
た
詩
人
は
十
八
名
で
、
用
例
総
数
は
六
十
八
、
内
訳
は
、
中
原
出
身

者
が
十
四
名
で
四
十
例
、
孫
呉
出
身
者
が
四
名
で
二
十
八
例
。
わ
ず
か
四
名
（
う

ち
一
名
は
一
例
）
で
用
例
全
体
の
四
割
を
超
え
る
の
で
あ
り
、
使
用
例
の
多
さ

か
ら
も
孫
呉
出
身
人
士
の
「
蘭
」
へ
の
想
い
入
れ
を
十
分
に
読
み
取
れ
る
の
で

あ
る
が
、
用
い
方
に
も
南
北
の
差
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

「
秋
蘭
」
や
「
蘭
臯
」
、
語
ら
い
が
蘭
の
よ
う
に
芳
る
と
い
っ
た
、
『
楚
辞
』

や
『
周
易
』
繋
辞
伝
、
古
詩
を
踏
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
表
現
は
、
北
に
も
南
に

も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
が
、
陸
雲
「
贈
顧
尚
書
」
詩
に
「
此
の
蘭
茝
を
玩
ぶ
」

「
我
が
蘭
既
に
馥
り
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
南

方
孫
呉
出
身
者
に
は
「
蘭
」
を
自
分
や
自
分
と
親
し
い
人
々
に
共
有
さ
れ
る
も

の
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
小
南
一
郎
氏
が
指
摘
さ
れ

る
、
呉
楚
の
出
身
者
に
見
え
る
、
『
楚
辞
』
を
わ
が
文
学
と
す
る
姿
勢
と
通
底

す
る
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。

（
一
四
）

全
体
と
し
て
も
、
同
じ
「
蘭
」
の
字
を
用
い
な
が
ら
、
思
い
描
く
イ
メ
ー
ジ

は
孫
呉
出
身
者
と
中
原
出
身
者
で
異
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

中
原
（
北
地
泥
陽
）
出
身
の
傅
玄
の
手
に
成
る
「
擬
四
愁
詩
」
其
二
に
多
く
の

南
方
の
景
物
が
詠
じ
ら
れ
、
そ
こ
に
「
蘭
蕙
草
」
の
語
が
見
え
て
い
る
こ
と
に

最
も
象
徴
的
に
表
れ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
中
原
出
身
の
人
士
か
ら
見
れ
ば
、

「
蘭
」
は
南
方
の
産
物
と
し
て
括
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
南
北
人
士

に
よ
る
「
蘭
」
の
表
現
は
、
言
葉
が
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
的
背
景
に
お
い
て
紡
が

れ
る
好
例
と
言
え
そ
う
だ
が
、
文
化
的
背
景
の
基
盤
に
は
気
候
風
土
が
抜
き
が

た
く
あ
る
の
で
あ
り
、
植
物
に
関
す
る
表
現
に
は
否
応
な
く
こ
の
点
が
滲
む
こ

と
も
映
し
出
し
て
い
る
。
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報告 一

こ
う
し
た
こ
と
と
も
お
そ
ら
く
は
相
俟
っ
て
、
「
蘭
」
を
贈
答
詩
に
詠
む
場

合
、
南
北
を
越
え
て
詠
ま
れ
る
数
が
多
く
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
北
方
人

士
の
手
に
成
る
贈
答
詩
十
五
例
の
う
ち
、
孫
呉
人
士
に
贈
っ
た
り
答
え
た
り
し

（
一
五
）

た
も
の
は
三
例
で
、
い
ず
れ
も
対
象
が
陸
機
で
あ
る
。
一
方
の
南
方
人
士
の
場

合
も
同
様
の
傾
向
と
な
る
。
八
例
を
数
え
る
陸
雲
は
題
名
を
失
し
た
二
首
を
除

い
て
す
べ
て
贈
答
詩
の
用
例
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
孫
呉
の
人
士
に
宛
て
た
も

の
で
あ
り
、
す
べ
て
贈
答
詩
中
に
用
い
て
い
る
鄭
豊
と
孫
拯
も
同
じ
で
あ
る
。

一
人
陸
機
だ
け
は
例
外
で
、
十
三
例
の
う
ち
、
楽
府
が
四
例
、
擬
古
詩
が
四
例
、

招
隠
詩
が
二
例
あ
っ
て
、
残
り
の
三
例
が
贈
答
詩
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
中
原

出
身
者
へ
贈
っ
て
お
り
、
そ
の
一
例
が
「
贈
潘
尼
詩
」
の
第
十
二
句
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
陸
機
と
い
う
存
在
を
介
し
て
西
晋
時
期
の
南
北
出
身
者
の
「
蘭
」
表

現
は
贈
答
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
確
か
に
異
例

な
の
で
は
あ
る
が
、
陸
機
も
ま
た
全
体
と
し
て
は
や
は
り
自
ら
に
近
し
い
も
の

と
し
て
「
蘭
」
を
捉
え
て
お
り
、
用
例
か
ら
窺
え
る
「
蘭
」
へ
の
想
い
は
、
陸

雲
を
は
じ
め
と
す
る
孫
呉
人
士
と
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

右
に
北
方
中
原
人
士
が
南
方
出
身
の
陸
機
に
贈
っ
た
「
蘭
」
が
三
例
あ
る
こ

と
に
触
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
二
つ
が
潘
尼
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
「
蘭
」
を

め
ぐ
る
陸
機
と
潘
尼
と
の
関
係
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
「
贈
潘
尼
詩
」
に
止
ま

ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
「
贈
潘
尼
詩
」
に
対
す
る
返
答
と
思
わ
れ
る
潘
尼
「
答

陸
士
衡
詩
」
の
冒
頭
に
「
蘭
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。

顧
茲
蓬
蔚

廁
根
蘭
陂

茲
の
蓬
蔚
を
顧
み
て
、
根
を
蘭
陂
に
廁
う

膏
澤
雖
均

華
不
足
披

膏
澤
均
し
と
雖
も
、
華
は
披
く
に
足
ら
ず

逮
春
不
茂

未
秋
先
萎

春
に
逮
ぶ
も
茂
ら
ず
、
未
だ
秋
な
ら
ず
し
て

先
に
萎
る

子
濯
鱗
翼

我
挫
羽
儀

子
は
鱗
翼
を
濯
い
、
我
は
羽
儀
を
挫
く

願
言
難
常

載
今
載
離

願
言
常
な
り
難
く
、
載
ち
今
載
ち
離
る

昔
遊
禁
闥

祗
畏
夕
惕

昔
禁
闥
に
遊
び
、
祗
だ
夕
惕
を
畏
る

今
放
丘
園

縱
心
夷
易

今
丘
園
に
放
た
れ
、
心
を
縱
ま
ま
に
し
て
夷

易
な
り

口
詠
新
詩

目
玩
文
跡

口
に
は
新
詩
を
詠
じ
、
目
に
は
文
跡
を
玩
ぶ

予
志
耕
圃

爾
勤
王
役

予
は
耕
圃
に
志
し
、
爾
は
王
役
に
勤
む

慙
無
琬
琰

以
詶
尺
璧

琬
琰
の
以
て
尺
璧
に
詶
ゆ
る
無
き
を
慙
ず

〔
芸
文
類
聚
巻
三
十
一

人
部
十
五

贈
答

潘
尼
「
答
陸
士
衡
詩
」
〕

冒
頭
に
「
茲
の
蓬
蔚
を
顧
み
て
、
根
を
蘭
陂
に
廁
う
」
と
あ
る
の
は
、
陸
機

の
「
贈
潘
尼
詩
」
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
七
・
八
句
「
子
は
鱗
翼
を
濯

い
、
我
は
羽
儀
を
挫
く
」
、
第
十
七
・
十
八
句
「
予
は
耕
圃
に
志
し
、
爾
は
王

役
に
勤
む
」
に
、
陸
機
（
子
・
爾
）
と
潘
尼
（
我
・
予
）
の
置
か
れ
る
状
況
が

対
比
的
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
も
、
「
贈
潘
尼
詩
」
と
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
以
前
、
陸
機
が
呉
王
郎
中
令
と
な
る
際
に
潘
尼
が
贈
っ

た
「
贈
陸
機
出
爲
呉
王
郎
中
令
」
其
六
の
冒
頭
に
も
「
蘭
」
字
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。昔

子
忝
私

貽
我
蕙
蘭

昔
子
私
を
忝
く
し
、
我
に
蕙
蘭
を
貽
る

今
子
徂
東

何
以
贈
旃

今
子
東
に
徂
く
に
、
何
を
以
て
旃
に
贈
ら
ん

〔
文
選
巻
二
十
四

潘
尼
「
贈
陸
機
出
爲
呉
王
郎
中
令
」
〕

「
昔
子
私
を
忝
く
し
、
我
に
蕙
蘭
を
貽
る
」
。
潘
尼
は
陸
機
か
ら
「
蕙
蘭
」
を

贈
ら
れ
た
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
「
蕙
蘭
」
に
つ
い
て
は
、
五
臣
注
で
張
銑
が
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谷と蘭

「
蕙
蘭
は
、
香
草
、
以
て
文
章
の
美
な
る
を
喻
う
」
と
解
い
て
い
る
の
に
従
っ

て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
概
ね
「
香
り
高
い
詩
」
と
い
っ
た
意
味
で
解
さ
れ

て
き
た
。

善
曰
、
陸
集
有
贈
正
叔
詩
。
銑
曰
、
陸
先
贈
潘
詩
、
故
云
忝
私
。
情
於
我

而
貽
我
蕙
蘭
也
。
蕙
蘭
、
香
草
、
以
喻
文
章
之
美
。
（
善
曰
く
、
陸
集
に

正
叔
に
贈
る
詩
有
り
、
と
。
銑
曰
く
、
陸
先
に
潘
に
詩
を
贈
る
、
故
に
私

を
忝
く
す
と
云
う
。
我
に
情
あ
り
て
我
に
蕙
蘭
を
貽
る
。
蕙
蘭
は
、
香
草
、

以
て
文
章
の
美
な
る
に
喻
う
、
と
。
）

〔
六
臣
註
文
選
巻
二
十
四

潘
尼
「
贈
陸
機
出
爲
呉
王
郎
中
令
」
〕

筆
者
も
こ
の
解
釈
に
同
意
し
た
く
思
う
が
、
こ
こ
で
は
「
蕙
蘭
」
を
い
か
よ

う
に
解
く
か
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
陸
機
と
潘
尼
と
の
間
に
明
確
に
意
識
す
る

か
た
ち
で
「
蘭
」
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
張
銑

が
そ
の
前
に
「
陸
先
に
潘
に
詩
を
贈
る
、
故
に
私
を
忝
く
す
と
云
う
」
と
述
べ

て
い
る
が
、
「
贈
潘
尼
詩
」
に
見
え
る
「
蘭
」
表
現
も
、
こ
の
文
脈
の
上
に
置

い
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
、
「
蘭
」
を
起
点
に
し
て
陸
機
の
詩
歌
を
読
み
直
し
て
み
れ
ば
、

そ
こ
に
は
谷
と
と
も
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
表
現
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
擬
古

詩
の
「
擬
涉
江
采
芙
蓉
」
第
二
句
に
は
「
穹
谷
に
芳
蘭
饒
し
」
、
深
い
谷
に
芳

し
い
蘭
が
た
く
さ
ん
生
え
て
い
る
、
と
あ
り
、
楽
府
の
「
悲
哉
行
」
第
九
句
に

は
「
幽
蘭
通
谷
に
盈
ち
」
、
奥
深
い
と
こ
ろ
に
生
え
る
蘭
が
深
い
谷
い
っ
ぱ
い

に
満
ち
て
い
て
、
と
あ
る
。

上
山
采
瓊
蘂

山
に
上
り
て
瓊
蘂
を
采
る

穹
谷
饒
芳
蘭

穹
谷
に
芳
蘭
饒
し

采
采
不
盈
掬

采
り
采
れ
ど
も
掬
に
盈
た
ず

悠
悠
懷
所
歡

悠
悠
と
し
て
歡
ぶ
所
を
懷
う

故
鄉
一
何
曠

故
鄉

一
に
何
ぞ
曠
か
な
る

山
川
阻
且
難

山
川

阻
に
し
て
且
つ
難
し

沈
思
鍾
萬
里

沈
思

萬
里
に
鍾
ま
り

躑
躅
獨
吟
歎

躑
躅
し
て
獨
り
吟
歎
す

〔
文
選
巻
三
十

陸
機
「
擬
涉
江
采
芙
蓉
」
〕

幽
蘭
盈
通
谷

幽
蘭

通
谷
に
盈
ち

長
秀
被
高
岑

長
秀

高
岑
を
被
う

…
…

寤
寐
多
遠
念

寤
寐

遠
念
多
く

緬
然
若
飛
沈

緬
然
と
し
て
飛
沈
す
る
が
若
し

願
託
歸
風
響

願
わ
く
は
歸
風
の
響
き
に
託
し

寄
言
遺
所
欽

言
を
寄
せ
て
欽
う
所
に
遺
ら
ん

〔
文
選
巻
二
十
八

陸
機
「
悲
哉
行
」
〕

こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
後
半
に
「
故
鄉
一
に
何
ぞ
曠
か
な
る
、
山
川
阻
に
し

て
且
つ
難
し
」
「
願
く
は
歸
風
の
響
き
に
託
し
、
言
を
寄
せ
て
欽
う
所
に
遺
ら

ん
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
陸
機
の
望
郷
の
思
い
が
強
く
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

谷
と
蘭
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
陸
機
や
陸
雲
に
と
っ
て
―
―
お
そ
ら
く
は
多
く
の
孫

呉
出
身
人
士
に
と
っ
て
も
、
故
郷
を
想
わ
せ
る
特
別
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
実
に
つ
き
づ
き
し
い
か
た
ち
で
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
改
め
て
「
贈
潘
尼
詩
」
の
末
尾
の
二
句
「
靜
か
な
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れ
ば
幽
谷
の
猶
く
、
動
け
ば
揮
蘭
の
若
し
」
に
視
線
を
戻
し
て
み
よ
う
。

人
生
の
道
行
き
を
異
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
年
長
の
友
人
に
贈
っ
た
詩
の
末

尾
に
、
孫
呉
人
士
た
る
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
語
を
用
い
て
、
そ
の
人
を
喩
え

て
い
る
。
右
で
触
れ
た
潘
尼
の
「
贈
陸
機
出
爲
呉
王
郎
中
令
」
詩
に
陸
機
が
答

え
て
贈
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
答
潘
尼
詩
」
に
「
於
穆
た
る
同
心
」
「
彼
の
美

あ
あ

た
る
潘
生
、
實
に
我
が
心
を
綜
ぶ
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
陸

（
一
六
）

機
や
陸
雲
は
、
潘
尼
に
対
し
て
心
か
ら
理
解
し
合
え
る
感
覚
を
有
し
、
ど
こ
か

懐
か
し
さ
に
も
似
た
感
情
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
。

「
贈
潘
尼
詩
」
の
末
尾
の
二
句
は
、
陸
機
の
な
か
の
、
た
と
え
歩
む
道
が
違

っ
て
も
潘
尼
へ
の
信
頼
・
友
情
が
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
と
い
う
想
い
を
、
孫
呉

出
身
の
詩
人
な
ら
で
は
の
表
現
で
伝
え
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
考
え
た
い
。
第

五
・
六
句
の
「
子
と
殊
に
す
と
雖
も
、
同
に
太
玄
に
升
る
」
と
い
う
表
現
と
響

き
合
い
、
感
情
の
側
面
か
ら
支
え
る
の
が
、
こ
の
二
句
な
の
で
は
な
い
か
、
陸

機
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
友
情
を
捧
げ
る
意
味
で
、
わ
が
故
郷
の
谷
の
蘭

の
よ
う
な
あ
な
た
よ
、
と
呼
び
か
け
て
い
る
の
だ
、
と
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た

と
き
、
筆
者
が
覚
え
た
「
段
差
」
は
自
ず
と
解
消
さ
れ
て
ゆ
く
。

そ
れ
は
同
時
に
、
も
う
一
つ
の
、
彼
ら
の
間
に
横
た
わ
っ
て
い
た
「
段
差
」

が
、
そ
も
そ
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
も
想
わ
せ
な
が
ら
、
解
消
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
「
段
差
」
な
ど
と
い
う
生
易
し
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
西
晋
王
朝
に
よ
る
一
統
後
、
出
身
の
南
北
に
よ
っ
て

生
じ
て
い
た
障
壁
が
彼
ら
の
間
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
わ
が
故

郷
の
谷
の
蘭
の
よ
う
な
あ
な
た
よ
、
と
い
う
表
現
で
結
ば
れ
る
こ
の
詩
は
物
語

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

陸
機
か
ら
潘
尼
に
贈
ら
れ
た
谷
と
蘭
の
表
現
は
、
こ
れ
自
体
が
精
一
杯
の
、

深
い
親
愛
の
情
の
表
出
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
最
も
よ
く
受
け

止
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
詩
を
贈
ら
れ
た
潘
尼
そ
の
人
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

か
つ
て
吉
川
忠
夫
氏
は
「
注
釈
を
読
む
こ
と
は
実
に
た
の
し
い
仕
事
で

あ
る
。
」
と
書
か
れ
た
。
こ
れ
は
経
書
や
史
書
の
注
疏
な
ど
に
つ
い
て
の
こ
と

（
一
七
）

で
あ
る
が
、
注
釈
を
「
た
ん
に
手
段
と
し
て
の
み
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
注

釈
者
が
原
典
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
の
か
、
そ
こ
に
な
に
を
読
み
と
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
な
に
を
仮
託
し
た
の
か
、
つ
ま
り
そ
れ
は
注
釈
者
と
原
典
作
者
と
の

か
か
わ
り
あ
い
を
示
す
記
録
と
し
て
も
存
在
す
る
」
も
の
と
し
て
読
み
得
る
の

は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
、
詩
歌
作
品
に
対
す
る
現
代
の
注
釈
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
ろ
う
。

注
釈
を
読
む
こ
と
は
楽
し
い
。
こ
つ
こ
つ
と
蓄
え
ら
れ
る
語
釈
、
丁
寧
な
注

釈
に
は
圧
倒
さ
れ
、
畏
れ
を
抱
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
読

み
の
醍
醐
味
を
教
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
注
釈
の
な
い
作
品
と
ど
う

向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
も
示
し
て
く
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
注
釈
を
施
す
こ
と

は
難
し
い
。
関
わ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
て
挑
ん
で
み
て
も
、
す
っ
か
り
分
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
自
ら
の
注
釈
に
は
い
つ
も
ど
こ
か
心
許
な
さ
が

残
る
。
字
数
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
力
不
足

に
頭
を
抱
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
れ
で
も
注
釈
を
す
っ
か
り
抛
り
出
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

注
釈
を
施
す
と
い
う
営
み
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
斯
学
の
根
幹
で
あ
り
、
大
道
で

あ
る
。
何
よ
り
、
本
稿
も
ま
た
先
行
す
る
諸
氏
の
注
釈
の
恩
沢
に
大
い
に
浴
し

て
い
る
。
精
読
の
成
果
は
注
釈
を
な
す
こ
と
で
表
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

報告 一
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谷と蘭

注
釈
は
先
人
の
精
読
の
精
華
で
あ
り
、
後
生
の
読
み
の
よ
す
が
と
な
る
の
で
あ

る
。し

か
し
、
注
釈
に
寄
り
か
か
り
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
、
畏
敬
の
念
を
抱
き
な

が
ら
も
注
釈
と
対
話
す
る
姿
勢
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
、
と
思
う
。
こ
れ
は
、

覚
え
た
違
和
感
を
頼
り
に
、
今
回
迷
い
な
が
ら
読
ん
だ
、
読
み
迷
っ
た
な
か
で

の
、
偽
ら
ざ
る
実
感
で
あ
り
、
自
戒
で
も
あ
る
。
こ
ち
ら
が
対
話
す
る
こ
と
を

忘
れ
た
と
き
に
、
注
釈
も
ま
た
黙
し
て
語
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
あ
ら

た
め
て
吉
川
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
注
釈
は
、
「
注
釈
者
が
原
典
を
ど
の
よ

う
に
読
ん
だ
の
か
、
そ
こ
に
な
に
を
読
み
と
っ
た
の
か
」
が
示
さ
れ
た
「
記
録
」

で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
記
録
」
を
丁
寧
に
読
む
こ
と
で
、
注

釈
者
の
思
考
の
軌
跡
が
辿
ら
れ
れ
ば
、
注
釈
は
深
く
物
語
り
始
め
る
は
ず
で
あ

る
。
詩
に
つ
い
て
言
え
ば
、
作
品
そ
れ
自
体
の
読
み
に
注
釈
の
言
葉
を
重
ね
て

ゆ
く
と
、
ご
と
り
と
音
を
立
て
て
動
き
出
す
、
あ
た
か
も
詩
が
発
軔
す
る
が
ご

と
き
瞬
間
が
訪
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
詩
の
奥
に
多
少
な
り
と
も
手
が
届
い
た
気

が
し
た
瞬
間
は
実
に
楽
し
い
も
の
だ
。
古
い
注
も
、
新
し
い
注
も
、
注
釈
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
は
恵
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
し
ば
し
ば
、
詩
を
読

む
こ
と
の
醍
醐
味
と
呼
び
得
る
瞬
間
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
存
在

し
て
い
る
の
だ
が
、
た
だ
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
と
の
対
話

を
待
つ
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

《

注

》

（
一
）
潘
尼
の
「
答
陸
士
衡
詩
」
が
二
十
句
か
ら
成
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
全
句
揃
っ

て
い
な
い
可
能
性
は
拭
い
き
れ
な
い
が
、
句
数
的
に
半
分
と
な
る
六
句
ま
で
と
そ

れ
以
降
で
換
韻
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
全
十
二
句
の
作
品
と
し
て
扱
う
こ

と
と
す
る
。

（
二
）
佐
藤
利
行
「
二
陸
と
潘
尼
」（
『
安
田
女
子
大
学
紀
要
』
二
十
巻
、
一
九
九
二
年
）
。

（
三
）
興
膳
宏
氏
は
、
『
亂
世
を
生
き
る
詩
人
た
ち

六
朝
詩
人
論
』
の
「
あ
と
が
き
」

の
な
か
で
六
朝
文
学
研
究
の
難
し
さ
に
触
れ
て
、
「
だ
か
ら
、
六
朝
文
學
の
も
と
の

姿
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
、
文
獻
資
料
の
上
だ
け
か
ら
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
不
可
能

な
の
で
あ
る
。
と
い
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
六
朝
文
學
研
究
に
つ
い
て
、
私
が
そ
れ

ほ
ど
悲
觀
的
だ
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
た
だ
、
資
料
の
空
隙
を
補
う
に
足
る
豐

富
な
想
像
力
と
鋭
利
な
論
理
と
が
、
戰
略
上
の
必
要
條
件
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
い

っ
て
お
き
た
い
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
六
〇
三
頁
）
。

精
読
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
も
拳
拳
服
膺
す
べ
き
言
葉
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
後
で
触
れ
る
楊
明
『
陸
機
集
校
箋
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
に
も

「
集
評
」
が
あ
る
が
同
様
で
あ
り
、
筆
者
も
他
例
を
見
出
せ
て
い
な
い
。

（
五
）「
自
得
」
に
つ
い
て
は
、
張
少
康
・
劉
三
富
『
中
国
文
学
理
論
批
評
発
展
史
（
下
）
』

（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
に
「
说
明
情
和
理
都
源
于
人
的
性
情
，
并

不
是
互
相
对
立
的
。
他
所
谓”

自
得”

，
即
是
指
诗
中
之
理
要
发
自
内
心
真
情
，

如
果
不
是
发
自
内
心
真
情
，
那
么
不
要
说
以
理
语
入
诗
，
就
是
描
写
花
鸟
禽
虫
，

也
会
情
物
两
乖
，
花
鸟
禽
虫
反
而
会

“

累
情
尤
甚

“

。
」
と
あ
る
の
を
参
考
に
し

た
（
二
九
八
︱
九
頁
）。

（
六
）
校
注
を
施
し
た
書
籍
以
外
に
も
、
陸
機
の
文
学
全
体
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
書

や
論
文
が
あ
る
。
わ
が
国
の
も
の
で
言
え
ば
、
高
橋
和
巳
「
陸
機
の
伝
記
と
そ
の

文
学
」（
『
中
國
文
學
報
』
第
十
一
・
十
二
冊
、
の
ち
、『
高
橋
和
巳
作
品
集
９
』［
筑

摩
書
房
、
一
九
七
二
年
］
）
、
興
膳
宏
『
潘
岳

陸
機
』（
筑
摩
書
房
中
国
詩
文
選

、
10

一
九
七
三
年
）
、
佐
藤
利
行
『
西
晋
文
学
研
究
―
―
陸
機
を
中
心
と
し
て
』
（
白
帝

社
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ち
な
み
に
、

管
見
の
限
り
で
は
、
「
贈
潘
尼
詩
」
に
関
す
る
専
著
論
考
は
な
い
。

（
七
）
点
校
本
で
あ
り
注
釈
書
で
は
な
い
が
、
校
語
が
参
考
に
な
る
（
「
贈
潘
尼
」
に
は

校
語
は
施
さ
れ
て
い
な
い
）
。
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（
八
）
初
、
陸
機
入
洛
、
欲
爲
此
賦
、
聞
思
作
之
、
撫
掌
而
笑
、
與
弟
雲
書
曰
、
「
此
間

有
傖
父
、
欲
作
三
都
賦
、
須
其
成
、
當
以
覆
酒
甕
耳
」
。
及
思
賦
出
、
機
絕
歎
伏
、

以
爲
不
能
加
也
、
遂
輟
筆
焉
。

〔
晋
書
巻
九
十
二

文
苑
列
伝

左
思
〕

（
九
）
鄭
箋
に
も
「
嚶
其
鳴
矣
、
遷
處
高
木
者
、
求
其
友
聲
。
求
其
尚
在
深
谷
者
、
其

相
得
則
復
鳴
嚶
嚶
然
」
と
あ
り
、
友
人
を
求
む
る
声
だ
と
解
さ
れ
て
い
る
。

（
一
〇

）
劉
氏
注
は
詩
の
「
蘭
」
を
「
蘭
花
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
は
本
質
的
な

問
題
を
含
ん
で
い
る
。「
蘭
花
」
と
す
る
か
、「
蘭
草
」
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、「
蘭
」

を
い
か
な
る
植
物
と
し
て
比
定
す
る
か
が
異
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

（
一
一

）
毛
詩
曰
、
靜
言
思
之
。
又
曰
、
出
自
幽
谷
。
楚
辭
曰
、
臨
深
水
而
長
嘯
。
爾
雅

曰
、
山
小
而
高
曰
岑
。

〔
文
選
巻
二
十
八

陸
機
「
猛
虎
行
」
李
善
注
〕

（
一
二

）『
世
説
新
語
』
尤
悔
篇
に
「
陸
平
原
河
橋
敗
、
爲
盧
志
所
讒
、
被
誅
。
臨
刑
歎
曰
、

「
欲
聞
華
亭
鶴
唳
、
可
復
得
乎
」
。
」
と
あ
る
の
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、『
藝

文
類
聚
』
巻
六
十
八
が
引
く
東
晋
裴
啓
の
「
裴
子
語
林
」
に
も
「
陸
士
衡
爲
河
北

督
、
已
被
閒
構
、
內
懷
憂
懣
。
聞
衆
軍
警
角
鼓
吹
、
謂
其
司
馬
曰
、
「
我
今
聞
此
、

不
如
華
亭
鶴
鳴
」
。
」
と
見
え
る
。

（
一
三

）
陸
機
や
陸
雲
に
と
っ
て
の
呉
郡
や
華
亭
に
つ
い
て
は
、
馬
栄
江
『
呉
郡
二
陸
文

学
研
究
』
（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
第
二
章
「
二
陸
詩
文
的
地
域

研
究
」
を
参
照
。

（
一
四

）
小
南
一
郎
『
楚
辞
と
そ
の
注
釈
者
た
ち
』
（
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
第
四
章

「
王
逸
「
楚
辞
章
句
」
と
楚
辞
文
藝
の
伝
承
」
参
照
。

（
一
五

）
こ
こ
で
は
仮
に
詩
題
に
「
贈
」
字
等
を
含
む
も
の
を
贈
答
詩
と
し
て
い
る
が
、

左
思
が
詠
じ
た
「
贈
妹
九
殯
悼
離
詩
」
「
悼
離
贈
妹
二
首
・
其
二
」
に
つ
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る
贈
答
詩
と
性
格
が
異
な
る
と
考
え
て
含
め
な
か
っ
た
。

（
一
六

）
於
穆
同
心
、
如
瓊
如
琳
。
我
東
日
徂
、
來
餞
其
琛
。
彼
美
潘
生
、
實
綜
我
心
。

探
子
玉
懷
、
疇
爾
惠
音
。

〔
芸
文
類
聚
巻
三
十
一

陸
機
「
答
潘
尼
詩
」
〕

（
一
七

）
『
正
史
三
国
志
２
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
「
解
説
―
―
裴
松
之
の
こ
と
」
）
。
の
ち
、

『
読
書
雑
志
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
所
収
。


